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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの進展が認められる） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域では、水が関与する材料機能発現を、「つなぐ」「はたらく」「つくる」という新しい視

座により「水圏機能材料創製」を目指し、機能材料開発と先端計測、シミュレーションの三課題を協

働的・相乗的に推進し、目標どおりの優れた成果を得ている。特に基礎学理に依拠しつつ、材料科学

に展開する「水圏機能材料構築学」創成に関し、開発と評価、先端計測とシミュレーションを駆使し

た研究により、イオン液晶膜細孔中の水の水素結合構造の同定や、透過過程解析に代表される優れた

成果を多数得つつある。女性や若手も多く参画している公募研究も含め、「水圏機能材料」の学理構

築の共通認識化を目指し、総括班を中心に積極的な領域内共同研究の促進に努め、効率的に推進され

ている。また「水圏若手フォーラム」の起ち上げにより、新しい「つかむ・はなす」課題設定や、ア

カデミアインターンシップ等の若手育成、産学連携フォーラムも評価される。重水化試料の総括班で

の購入による標準サンプル化への取り組み等、領域運営についても工夫されている。 

今後、各研究者間、そして総括班との密接な連携による「分子設計」「機能解明」「機能開拓」に関

する共同研究を推進するのみならず、本研究領域で目指す「水の基礎物性科学」に基づく学理構築に

資する先端計測施設の利用促進や理論解析/シミュレーション研究などを提案しており、その成果が

大いに期待される。特に今後、先端計測とシミュレーションを駆使した研究により、フィードバック

することによる材料設計法の提案などへの展開が期待される。また電子材料分野への展開も望まれ

る。 

 


